
学校番号 2002 

平成 31 年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅱ 単位数 
３単位 

(4 コマ) 
年次 2 年次 

使用教科書 「改訂版 高等学校 数学Ⅱ」 （数研出版） 

副教材等 サクシード数学Ⅱ・B （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

1 年で学んだ数学Ⅰと数学 Aを基本にして、発展的内容である数学Ⅱを学ぶ。文系に進む生徒にも理系に進む生徒

にも進路の要となる科目である。難易度は高いが、数学の系統性や科学性の美しさが表れている。特に高校数学の

華である、微分積分の意味や意義を存分に味わって欲しい。 

 

２ 学習の到達目標 

式と証明では、中学校で習った証明より一段高いレベルの論理の展開や論証の仕方を学ぶ。複素数と方程式に関し

ては、初めての概念なので数学Ⅰでの学習を基礎として、新しい数の集合について知識をひろげ、高次方程式の解

法を学ぶ。図形と方程式についても、中学で学んだ直線の方程式に、円の方程式をからめ、さらに軌跡の問題、不

等式の領域の問題についても、触れる。三角関数は数学Ⅰの三角比を発展として、関数的とらえ方を学ばせる。日

常の交流電流や、建築物に三角関数が生きていることにも触れたい。指数や対数についても非常に大きな数を天文

学で扱ったり、分子や原子の世界で非常に小さい数字を扱う必要性から学問が発達したことを伝えたい。微分積分

については、その体系の美しさと、実用に役立つ分野であることを意識させながら指導したい。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方や考

え方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

いろいろな式，図形と方

程式，指数・対数・三角

関数及び微分・積分のも

つ系統性・科学性の美し

さを認識させ,それらに

関心をもたせる。さらに

その考え方を活用して判

断する態度を養う。 

 

 

いろいろな式，図形と方

程式，指数・対数・三角

関数及び微分・積分にお

いて,事象を数学的に表

現したり，思考の過程を

振り返ったりしながら事

象を発展的総合的に考え

ることによって数学的な

思考・判断を身につける。 

 

いろいろな式，図形と方

程式，指数・対数・三角

関数及び微分・積分にお

いて,事象を数学的に処

理したり表現したりする

方法等の技能を身につけ

る。 

 

いろいろな式，図形と方

程式，指数・対数・三角

関数及び微分・積分にお

いて，基本的な概念・原

理・法則を系統性・科学

性にてらして理解し、基

本的な知識を身につけ

る。 

 

評
価
方
法 

いろいろな式，図形と方

程式，指数・対数・三角

関数及び微分・積分にお

ける考え方を身につけそ

れらをいろいろな事象の

考察に活用できるか、判

断できるかを学習活動の

取り組み、定期考査、提

出物等で評価する。 

いろいろな式，図形と方

程式，指数・対数・三角

関数及び微分・積分にお

いて数学的な見方、考え

方が身についているかど

うかを学習活動の取り組

み、定期考査、提出物等

で評価する。 

いろいろな式，図形と方

程式，指数・対数・三角

関数及び微分・積分にお

いて数学的に表現し、処

理する方法等の技能が身

についているかを学習活

動の取り組み、定期考査、

提出物等で評価する。 

いろいろな式，図形と方程

式，指数・対数・三角関数

及び微分・積分における基

本的な概念・原理・法則を

理解し、基本的な知識を身

につけているかを学習活

動の取り組み、定期考査、

提出物等で評価する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

式
と
証
明 

１．３次式の展開と因数分解  

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

a:式と証明における考え方に

関心を持つとともに数学の良

さを認識し、それらを事象の考

察に活用して数学的な考え方

に基づいて判断しようとする。 

b:式と証明において、事象を数

学的に考察し表現したり、思考

の過程を振り返り多面的・発展

的に考えたりすることなどを

通して、数学的な見方や考え方

を身に着けている。 

c:式と証明において、事象を数

学的に表現･処理する仕方や推

論の方法などの技能を身に付

けている。 

d:式と証明における基本的な

概念、原理・法則などを体系的

に理解し、基礎的な知識を身に

付けている。 

 

確認テスト 

単元テスト 

傍用問題集

のレポート観

察等 前
期 

式
と
証
明 

2.二項定理 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

前
期 

式
と
証
明 

研究 

(� + � + �)� の展開式 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前
期 

式
と
証
明 

３．整式の割り算  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

前
期 

式
と
証
明 

４． 分数式とその計算  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

前
期 

式
と
証
明 

５．恒等式  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

前
期 

式
と
証
明 

研究 

代入による恒等式の係数決

定 

  

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

前
期 

式
と
証
明 

６．等式の証明  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

前
期 

式
と
証
明 

７．不等式の証明  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

前
期 

複
素
数
と
方
程
式 

1.複素数とその計算  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

a:複素数と方程式における考

え方に関心を持つとともに数

学の良さを認識し、それらを事

象の考察に活用して数学的な

確認テスト 

単元テスト 

傍用問題集

のレポート観



前
期 

複
素
数
と
方
程
式 

2.２次方程式の解  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

考え方に基づいて判断しよう

とする。 

b:複素数と方程式において、事

象を数学的に考察し表現した

り、思考の過程を振り返り多面

的・発展的に考えたりすること

などを通して、数学的な見方や

考え方を身に着けている。 

c:複素数と方程式において、事

象を数学的に表現･処理する仕

方や推論の方法などの技能を

身に付けている。 

d:複素数と方程式における基

本的な概念、原理・法則などを

体系的に理解し、基礎的な知識

を身に付けている。 

 

察等 

前
期 

複
素
数
と
方
程
式 

3.解と係数の関係  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

前
期 

複
素
数
と
方
程
式 

４．剰余の定理と因数定理  

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

前
期 

複
素
数
と
方
程
式 

研究 

組立除法 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

  

前
期 

複
素
数
と
方
程
式 

5・高次方程式  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

前
期 

複
素
数
と
方
程
式 

発展 

３次方程式の解と係数の関係 

 

○ 

 

 

  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

前
期 

図
形
と
方
程
式 

1.直線上の点  

○ 

 

 

  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

前
期 

図
形
と
方
程
式 

2.平面上の点  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

a:図形と方程式における考え

方に関心を持つとともに数学

の良さを認識し、それらを事象

の考察に活用して数学的な考

え方に基づいて判断しようと

する。 

b:図形と方程式において、事象

を数学的に考察し表現したり、

思考の過程を振り返り多面

的・発展的に考えたりすること

などを通して、数学的な見方や

考え方を身に着けている。 

c:図形と方程式において、事象

を数学的に表現･処理する仕方

や推論の方法などの技能を身

に付けている。 

確認テスト 

単元テスト 

傍用問題集

のレポート観

察等 前
期 

図
形
と
方
程
式 

3.直線の方程式  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

前
期 

図
形
と
方
程
式 

4．2 直線の関係  

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

前
期 

図
形
と
方
程
式 

5.円の方程式  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 



前
期 

図
形
と
方
程
式 

6.円と直線  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

d:図形と方程式における基本

的な概念、原理・法則などを体

系的に理解し、基礎的な知識を

身に付けている。 

 

 

前
期 

図
形
と
方
程
式 

7.2 つの円  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

前
期 

図
形
と
方
程
式 

研究 

２つの円の交点を通る図形 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

前
期 

図
形
と
方
程
式 

8.軌跡と方程式  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

前
期 

図
形
と
方
程
式 

9.不等式の表す領域  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

前
期 

図
形
と
方
程
式 

研究 

放物線を境界線とする領域 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後
期 

三
角
関
数 

1.角の拡張  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

a:三角関数における考え方に

関心を持つとともに数学の良

さを認識し、それらを事象の考

察に活用して数学的な考え方

に基づいて判断しようとする。 

b:三角関数において、事象を数

学的に考察し表現したり、思考

の過程を振り返り多面的・発展

的に考えたりすることなどを

通して、数学的な見方や考え方

を身に着けている。 

c:三角関数において、事象を数

学的に表現･処理する仕方や推

論の方法などの技能を身に付

けている。 

d:三角関数における基本的な

概念、原理・法則などを体系的

に理解し、基礎的な知識を身に

付けている。 

 

確認テスト 

単元テスト 

傍用問題集

のレポート観

察等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後
期 

三
角
関
数 

2.三角関数   

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

後
期 

三
角
関
数 

3.三角関数のグラフ  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

  

○ 

 

 

後
期 

三
角
関
数 

4.三角関数の性質  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

後
期 

三
角
関
数 

5.三角関数の応用  

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 



後
期 

三
角
関
数 

6.加法定理  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

  

 

後
期 

三
角
関
数 

研究 

加法定理と点の回転 

 

○ 

 

 

   

 

 

 

後
期 

三
角
関
数 

7.加法定理の応用  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

後
期 

三
角
関
数 

発展 

和と積の公式 

 

○ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

後
期 

指
数
関
数
と
対
数
関
数 

1.指数の拡張  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

a:指数関数と対数関数におけ

る考え方に関心を持つととも

に数学の良さを認識し、それら

を事象の考察に活用して数学

的な考え方に基づいて判断し

ようとする。 

b:指数関数と対数関数におい

て、事象を数学的に考察し表現

したり、思考の過程を振り返り

多面的・発展的に考えたりする

ことなどを通して、数学的な見

方や考え方を身に着けている。 

c:指数関数と対数関数におい

て、事象を数学的に表現･処理

する仕方や推論の方法などの

技能を身に付けている。 

d:指数関数と対数関数におけ

る基本的な概念、原理・法則な

どを体系的に理解し、基礎的な

知識を身に付けている。 

 

 

確認テスト 

単元テスト 

傍用問題集

のレポート観

察等 後
期 

 

指
数
関
数
と
対
数
関
数 

研究 

負の数のｎ乗根 

 

○ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

後
期 

指
数
関
数
と
対
数
関
数 

2.指数関数  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

後
期 

指
数
関
数
と
対
数
関
数 

3.対数とその性質   

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

後
期 

指
数
関
数
と
対
数
関
数 

4.対数関数  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

後
期 

指
数
関
数
と
対
数
関
数 

5.常用対数  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

後
期 

微
分
法
と
積
分
法 

1.微分係数  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

a:微分法と積分法における考

え方に関心を持つとともに数

学の良さを認識し、それらを事

象の考察に活用して数学的な

確認テスト 

単元テスト 

傍用問題集

のレポート観



後
期 

微
分
法
と
積
分
法 

2.導関数とその計算  

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

考え方に基づいて判断しよう

とする。 

b:微分法と積分法において、事

象を数学的に考察し表現した

り、思考の過程を振り返り多面

的・発展的に考えたりすること

などを通して、数学的な見方や

考え方を身に着けている。 

c:微分法と積分法において、事

象を数学的に表現･処理する仕

方や推論の方法などの技能を

身に付けている。 

d:微分法と積分法における基

本的な概念、原理・法則などを

体系的に理解し、基礎的な知識

を身に付けている。 

 

察等 

後
期 

微
分
法
と
積
分
法 

研究 関数 ｘ
ｎ
の導関数 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

後
期 

微
分
法
と
積
分
法 

3.接線の方程式  

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

後
期 

微
分
法
と
積
分
法 

4．関数の増減と極大・極小  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

後
期 

微
分
法
と
積
分
法 

5．関数の増減・グラフの応用  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

後
期 

微
分
法
と
積
分
法 

6.不定積分  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

後
期 

微
分
法
と
積
分
法 

7.定積分  

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

後
期 

微
分
法
と
積
分
法 

8.定積分と面積  

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

後
期 

微
分
法
と
積
分
法 

研究 

曲線と接線で囲まれた部分の

面積 

   

 

 

 

 

○ 

 

 

後
期 

微
分
法
と
積
分
法 

研究 

放物線とｘ軸で囲まれた部分

の面積 

   

 

 

 

 

○ 

 

 

  

     



  

     

  

     

  

     

  

       

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b: 数学的な見方や考え方 

c: 数学的な技能     d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


